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1. 事業内容 

　本事業は、八王子市における外国人(観光

客・居住者を含む)を対象にした、食に関する

事業である。現在、八王子市には、外国人に

向けた、観光マップは存在するものの価格帯

が高い他、英語のメニューが存在しない、食

文化(ハラールやベジタリアン、ぺスカタリア

ン等)に対応したものが少ないことが課題とし

て挙がっていた。そこで、本事業では、外国

人を対象にニーズ分析を行うとともに、そこ

から得られた課題をマップに反映させる。 

また、八王子市街で、多国籍料理やベジタ

リアンなどに対応した飲食店をマップ掲載店

舗とし協賛していただく。飲食店の店内に

は、当ゼミで作成した、英語メニューの設置

と、食文化シートを設置する。食文化シート

は、お客様が持っている食文化について、従

業員と容易にコミュニケーションができるよ

うに設計し、宗教的に飲食物の制約などがあ

る場合は、その食材を使用したものを提供し

ないようにできることができる。 

それに加え、本事業では、「食×教育×八王

子」の視点から、「八王子子ども食堂」を選

定した。この募金箱に寄付することで、食を

通じて、来店者が教育に貢献しているという

こと、郷土に貢献しているということにつな

がるという目的を備えている。 
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2. 実施報告 

　本事業について申請時には、英語メニュー

にアレルギー表示や、お客様からアレルギー

についての申し出をすることを案に記載して

いたが、コンタミネーションがあった場合の

責任の所在や、アレルギー表示については記

載を間違えることがあると命の危険にさらす

こともあるため、この度は断念した。その代

わりとして、食文化カードを作成し、従業員

との円滑なコミュニケーションに役立つこと

が見込める。また、英語メニューについても

外国人に理解が難しいメニューなどは、説明

を付けるなどして制作した。 

　現時点で、本事業の協力店舗は10店舗であ

り、ほぼ全店舗で八王子子ども食堂への募金

箱を設置している。なお、10店舗の中には、

経営の都合上、設置が難しい店舗があったこ

とも事実である。 

　八王子マップについては、掲載方法を当初

の紙媒体という案から、デジタル化する案に

変更することになった。いつでも、どこでも

アクセスできることを目的とし、今後の掲載

店舗が増加する際にも、更新がしやすいとい

うメリットがある。現在、八王子マップ掲載

用のホームページを開設中である。 
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3. 実施した感想 

　コロナ禍で休業を強いられる店舗が多数存

在する中で、飲食店との提携をすることが最

も難しかった。さらに、外国人観光客や留学

生を対象にしたニーズ分析についても、コロ

ナ禍の影響もあってか、調査母体を抽出する

のに時間がかかったことは難点であった。結

果、(i)質問紙の分析が遅延してしまったこ

と、(ii)飲食店との連携が遅れてしまったこ

とは否めない。また、八王子マップの制作に

ついては、現在ホームページを開設するため

のプログラミングの段階である。完成次第、

10店舗の掲載をしたい。 

　本事業では、八王子には多くの多国籍料理

や食文化に対応した飲食店が存在することが

発見できたが、その反面、外国人が、情報が

少なく食文化に悩むということも確認でき

た。そうした、相互のニーズに対応し、情報

を提供できる八王子マップの有効性を感じ

た。また、八王子子ども食堂との交流を通

し、「食」通して「貧困をなくす」、「飢餓

をなくす」は、SDGsの16の目標の中に対応す

るものでもあった。持続性という点で見れ

ば、ホームページを開設することにより、今

後店舗が増えていくことに対しても更新がで

きるようになる機能を備えることで、一時的

な事業で終始せず、今後も続けていくことが

できる可能性がある事業であると結論づけら

れる。 


